
あなたから
あなたへ

■「
ア
ン
テ
ナ
」へ
の
投
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。原
稿
は
、手
紙
、は
が
き
、フ
ァ

ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
し
た

も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
先
／
秘
書
広
報
室

258

０
０
１
９
（
内
線
311
・
312
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

274

１
０
５
４

Ｅ
メ
ー
ル　

h
isy
o@
tow
n
.saita

m
a-m
iy
osh
i.lg
.jp

携
帯
端
末
サ
イ
ト
の
ご
案
内

ラ
イ
フ
バ
ス
の
時
刻
表
が
確
認
で
き
た
り
と
、

便
利
な
サ
イ
ト
で
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
対
応
し
た
携

帯
電
話
で
読
み
取
る
と
簡

単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

係
か
ら

１月１日 発行
No.887

広
報
み
よ
し　

第
八
八
七
号　

平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
発
行
・
広
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。
落
丁
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
取
り
替
え
し
ま
す
。
秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広 報 み よ し（ ） 

幹線５号線信号機点灯式

【
問
題
１
】
11
月
21
日
に
開
催
さ

れ
た
「
第
７
回
埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地

グ
ル
メ
王
決
定
戦
」。
さ
て
、
何

市
で
開
催
さ
れ
た
で
し
ょ
う
？

加
須　

川
越　

秩
父

【
問
題
２
】
世
界
中
で
有
名
な
絵

本「
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
」。
さ
て
、

こ
の
作
者
の
名
前
は
ビ
ア
ト
リ
ク

ス
・
何
？

ポ
タ
ー　

ハ
リ
ー

健

【
問
題
３
】
昭
和
40
年
、

成
人
式
の
行
わ
れ
た
場

所
は
ど
こ
で
す
か
？

三
芳
小
学
校　

コ
ピ
ス
み
よ
し

藤
久
保
公
民
館

【
応
募
要
領
】
官
製
は
が
き
に
、

答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
と
「
広
報
み
よ
し
」
の
感
想
を

書
い
て
、
１
月
15
日
ま
で
に
左
記

へ
。（
当
日
消
印
有
効
）

【
あ
て
先
】
〒
354

８
５
５
５

三
芳
町
大
字
藤
久
保
１
１
０
０
番

地
１　

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

【
記
念
品
】
全
問
正
解
者
10
人
に
。

【

月
号
の
答
え
】

問
題
１

　
　

問
題
２

問
題
３

（
応
募
総
数
32
通
、
正
解
31
通
）

【
正
解
者
】
広
報
ク
イ
ズ
正
解
者

の
発
表
は
、
当
選
者
へ
の
賞
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

広報クイズ

１
日　

元
旦

　
　
　

 「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
〜
２
月

日
）

５
日　

小
寒

７
日　

七
草

日　

成
人
の
日

　
　
　

番
の
日

日　

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

日　

大
寒

日　

全
国
学
校
給
食
週
間

　
　
　
（
〜

日
）

日　

文
化
財
防
火
デ
ー

1　月　の　こ　よ　み

★
「
中
学
生
社
会
体
験
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
を
毎
年
行
っ
て
い
る
こ
と
、
初

め
て
知
り
ま
し
た
。
学
生
の
頃
よ
り

い
ろ
ん
な
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
は
、

と
て
も
良
い
教
育
だ
と
感
心
し
ま
し

た
。
（
藤
久
保
Ｄ
さ
ん
）

★
毎
回
、
昭
和
の
古
い
写
真
を
、
懐

か
し
く
見
て
い
ま
す
。
（
藤
久
保
Ｗ

さ
ん
）

★
包
装
容
器
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
。
汚
れ

を
落
と
さ
ず
に
出
し
て
い
た
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い

た
つ
も
り
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
障
害

に
な
っ
て
い
た
と
思
う
と
申
し
訳
な

い
で
す
。
（
藤
久
保
Ｏ
さ
ん
）

●
社
交
ダ
ン
ス
で
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。「
ピ
ボ
ッ
ト
」▽
初
心
者
対
象
の

新
し
い
サ
ー
ク
ル
で
す
。▽
日
時
／

毎
週
水
曜
日
、
午
後
１
時
〜
４
時

（
予
定
）▽
場
所
／
町
総
合
体
育
館

〔
研
修
室
又
は
多
目
的
室
〕
予
定
▽

連
絡
先
／
鈴
木

258

０
９
０
３
・

坂
本

090

４
４
３
２

１
２
２
０

●
放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
▽
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔

教
育
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら

学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
、
様
々
な
年
代
や
職
業
の

人
た
ち
が
学
ん
で
い
ま
す
。
大
学

や
大
学
院
の
授
業
科
目
を
一
科
目
か

ら
気
軽
に
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
も
放
送
大
学

で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
▽
資
料
請

求
・
問
い
合
わ
せ
／
『
放
送
大
学
埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
』
さ
い
た
ま
市
大

宮
区
錦
町
682

２
、

048

６
５
０

２
６
１
１

●
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
み
よ
し
写
真

展
▽
日
時
／
１
月
５
日

〜
14
日

▽
場
所
／
藤
久
保
公
民
館
ロ
ビ

ー
▽
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

撮
影
会
・
定
例
会
を
年
10
回
、

写
真
展
を
年
２
回
程
度
予
定
し

て
い
ま
す
。
入
会
金
・
会
費
は
不

要
で
す
。
▽
連
絡
先
／
林

259

３
４
８
９

●
岡
田
真
美
・
大
岡
律
子
ピ
ア
ノ

デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル
〜
１
台
４
手

に
よ
る
共
演
〜
▽
日
時
／
１
月
16

日

、
開
場
／
午
後
１
時
30
分
、

開
演
／
午
後
２
時
▽
場
所
／
コ
ピ

ス
み
よ
し
▽
入
場
料
／
千
円
▽
連

絡
先
／
岡
田

080

６
７
１
８

２
８
５
３

●
睦
美
会
「
年
中
無
休
の
風
景
ス

ケ
ッ
チ
展
〜
私
が
探
し
た
ス
ケ
ッ

チ
ポ
イ
ン
ト
〜
」
▽
平
日
は
個
人

で
ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
が
、
１
年
前
か
ら
休
日
に
絵
仲

間
４
人
が
集
ま
り
、
近
場
へ
風
景

ス
ケ
ッ
チ
を
し
に
行
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
描
き
溜
っ

た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
か
ら
、
気
に

入
っ
た
絵
約
26
点
を
展
示
し
ま

し
た
。
４
人
の
個
性
あ
る
透
明
水

彩
ス
ケ
ッ
チ
を
ご
高
覧
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
▽
日
時
／
１

月
３
日

〜
９
日

、
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
８
時
30
分
（
但
し
、

最
終
日
は
午
後
４
時
で
終
了
）
▽

場
所
／
武
州
ガ
ス
・
ピ
ー
ポ
ケ
ッ

ト
・
川
越
駅
前
ア
ト
レ
６
階
▽
連

絡
先
／
野
田

259

９
８
０
８

●
『
レ
フ
・
ワ
ン
』
第
一
回
写
真

展
▽
美
し
い
風
景
や
花
と
出
会
え

た
時
の
と
き
め
き
、
そ
ん
な
感
動

を
カ
メ
ラ
に
収
め
た
い
と
願
う
仲

間
た
ち
で
「
レ
フ
・
ワ
ン
」
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
回
は
花
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
作
品
20
点

を
展
示
し
ま
す
。
▽
日
時
／
１
月

29
日

〜
２
月
４
日

（
初
日

午
前
11
時
か
ら
・
最
終
日
午
後
５

時
ま
で
）
▽
場
所
／
藤
久
保
公
民

館
ロ
ビ
ー
▽
連
絡
先
／
牧

258

６
５
３
８

会
員
募
集

お
い
で
く
だ
さ
い

平成 年成人式の様子

昭和 年成人式の様子

▲成人式　毎年、成人を祝う催しとして「成人式」が行われています。近年はコピスみよしにて開催され
ていますが、昭和40年に撮影された記念写真では三芳小学校が背景となっており、当時は学校で開催され
ていたことが伺えます。また、男性のスーツ姿、女性の晴れ着姿という基本的な装いは同じですが、現在
の成人式は個性的な装いが目を引きます。

目　次
町長新年挨拶‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２-３
ゆるキャラサミット＆埼玉Ｂ級ご当地グ
　ルメ、漏水調査‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４
肺炎球菌ワクチン予防接種費用の一部助
　成、更年期教室‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥５
所得税還付申告相談‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ６
給与所得者の確定申告について、 番の日‥‥ ７
民生委員・児童委員・主任児童委員‥‥‥‥ ８

町の動き‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９
教育だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １０-１３
みんなのひろば‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １４-１５
ウォッチング、児童館だより‥‥‥‥‥１６-１７
お知らせ、くらしの情報、無料相談の
　お知らせ、リサイクルの広場‥‥‥‥‥‥１８-２３
アンテナ、広報クイズ、ミニひろば‥‥‥ ２４

●平成23年１月の土曜開庁日は、１月８日（第２土曜日）です！（本庁・各出張所）

●人口と世帯（平成22年11月末）●人口／38,654人　●男／19,417人　●女／19,237人　●世帯数／15,490世帯



三
芳
町
長鈴

木
英
美

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
町
行
政
に
対
し
、
暖
か
い
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
内
外
に

お
い
て
台
風
や
竜
巻
、
大
地
震
に
よ
り
ま
す
自
然

災
害
が
多
数
発
生
い
た
し
ま
し
た
が
、
本
町
で
は
、

幸
い
に
し
て
大
き
な
災
害
に
遭
う
こ
と
の
無
い

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
球
温

暖
化
に
よ
り
大
気
の
蓄
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き

く
な
り
ま
す
と
、
激
し
い
気
象
に
な
る
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
常
識
で
は
想
像
で
き

な
い
よ
う
な
災
害
に
い
つ
襲
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
の
で
、
町
を
預
か
る
者
と
し
て
常
に
心
し
て

日
々
の
執
行
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
情
勢
に
お
き
ま
し
て
も
極
め
て

厳
し
い
状
況
が
続
き
、
景
気
の
低
迷
と
と
も
に
税

収
の
落
ち
込
み
等
々
、
町
財
政
も
厳
し
い
現
状
で

あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
町
行
政

の
運
営
と
と
も
に
各
種
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。　

　

　

本
年
は
、
第
四
次
総
合
振
興
計
画
の
後
期
の
基

本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
の
で
、
心
新
た

に
い
た
し
ま
し
て
、
夢
溢
れ
る
ふ
る
さ
と
「
み
よ

し
」
の
構
築
に
向
け
、
住
民
本
位
の
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
一
年
が
、
明
る
く
実
り
多
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し



広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

※
調
査
員
は
、
他
の
調
査
を

す
す
め
た
り
、
各
種
器
具
の

購
入
の
勧
誘
は
、
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

委
託
業
者　

　

　

日
本
漏
防
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

調
査
期
間

　

１
月
11
日

〜
３
月
14
日

調
査
区
域　

　

竹
間
沢
第
１
区
の
一
部

竹間沢第１区（一部）の『漏水調査』を実施
　漏水調査を下記のとおり実施します。この調査は、町から委託を受けた業者が、みなさんのお
宅の止水栓や、メーターを調査するものです。
　調査員は、水道事業管理者発行の身分証明書を随時携帯し、写真のような腕章をしています。
　不審な点がありましたら、上下水道課へ問い合わ
せください。ご協力をお願いいたします。
問い合わせ　上下水道課（内線252）

県内外に三芳町をアピール！
ゆるキャラサミットin羽生

　11月28日、ゆるキャラサミットが、羽生市で開催され、

三芳町のマスコットキャラクター「みらいくんとのぞみちゃ

ん」が参加しました。

　東日本で初めての

開催とあって、県内

自治体はもとより、

ゆるキャラの人気者

「滋賀県彦根市のひ

こにゃん」を含めた

総勢85体が登場。

来場者が埋め尽くす

中、レッド・カーペ

ットをパレードするなど、三芳町をＰＲしました。

町のホームページに「みらいくんとのぞみちゃんの部屋」ができました！
三芳町ホームページ　http://www.town.saitama-miyoshi.lg.jp/

スケジュールや写真日記等を公開中です！遊びにきてね！

　第７回埼玉Ｂ級ご当地グルメ王決定戦
　11月21日、加須市で開催された「第７回埼玉Ｂ級

ご当地グルメ王決定戦」に、三芳町が「切り株揚げ」

で初参戦しました。

　　　　　　　　　　　　協働のまちづくり産業観

光グループと役場職員がい

っしょにチームを結成。町

の秋の特産物である「富の

川越いも」を使った創作ス

イーツ「切り株揚げ」を考

案しました。

　会場には７万人がつめか

け、三芳町テント前には長蛇の列が！この日は「切り株揚げ」約1000食を売り

上げましたが、惜しくも入賞とはなりませんでした。

問い合わせ　環境産業課（内線214・215）

調査区域

　高齢者の方が肺炎にかかったとき、最も多くの

原因菌となっているのは肺炎球菌です。感染症の

重症化を防ぐ効果のある、肺炎球菌ワクチンの予

防接種。町では、この費用の一部を助成していま

す。

１） 接種助成期間　平成22年４月１日から平成23

年３月31日

２） 対象者　町に住所を有し、接種日満70歳以上

の方

３） 接種医療機関　三芳町・富士見市・ふじみ野

市の接種受託医療機関で受けてください。

　　 また、接種可否と接種費用については医療機

関により異なりますので、接種方法を確認の

うえ予約してください。

・接種費用は全額、医療機関で支払ってください。

４）助成金額　3,000円（１回のみ）

５）助成方法　接種後、三芳町肺炎球菌予防接種

　　 助成金申請書に必要書類（接種済証兼領収書）

高齢者 肺炎球菌ワクチンの
予防接種（任意予防接種）費用の一部を助成します

を添付し申請。後日指定口座に助成金を振込み
ます。

６）申請受付場所
　　保健センター・役場健康増進課窓口
　　　（平日：午前８時30分から午後５時15分）

●申請には、肺炎球菌ワクチン予防接種を受けたこと
を証明する【済証・領収書】が必要です。次の接種方
法 ・ を選んで接種を受けてください。

接種方法 　町指定の接種済証兼領収書を接種前
に用意し医療機関窓口に提出して接種する方法

・肺炎球菌ワクチンの予防接種を受けるときに
「肺炎球菌ワクチンの予防接種済証兼領収書」を
医療機関受付に提出し、証明してもらい、後日、
三芳町肺炎球菌予防接種助成金申請書に添付し、
申請する。

接種方法 　町指定の接種済書・領収書がなく接
種する方法

・費用明細を明確にするため、医療機関発行の領
収書に「肺炎球菌ワクチン予防接種代金」と明記
したものを受領。その領収書を、三芳町肺炎球菌
予防接種助成金申請書に添付し、申請する。

問い合わせ　保健センター　 258－1236

　　　　　　　　　　　  FAX258－5994

◎任意予防接種ワクチン※1です。接種を希望され
る方は医師と相談のうえお受けください。
　※１ 　任意予防接種ワクチンとは予防接種法で

決められいるものではなく、ワクチン接種

を受けるかどうかは接種を受ける側の任意

とされています。

更年期教室 開催！
　顔がほてる、汗をかきやすい、突然胸がドキドキすることがある・・・。
　これって更年期？と、不安に思うことはありませんか？同じ症状でも、
年齢によって対処方法は異なります。知ることで、不安が和らぎます。

■更年期教室
対象　おおむね45歳から55歳の更年期症状に悩んでい
　る方、更年期を上手に乗り越えたいと思っている方

《第１回》日時　１月15日 、午前９時30分～11時30分

講師　助産師
内容　更年期の症状と病態生理について理解し、上手
　な乗り越え方について学ぶ。また、尿失禁予防のた

　めの骨盤底筋体操について学ぶ。

《第２回》日時　１月22日 、午前９時30分～11時30分

講師　管理栄養士
内容　基礎代謝の低下に合わせる食事量・内容を理解
　し、生活習慣病や骨粗しょう症を予防する。

《第３回》日時　１月29日 、午前９時30分～11時30分

講師　理学療法士
内容　腰痛予防と尿失禁予防の体操について学ぶ。
場所　藤久保公民館（第１～３回）
■プレ更年期教室
対象　おおむね35歳から45歳の方で、思春期の子ども
　との関係等によるストレスから更年期の症状がある

　方。また、生活習慣病を予防し、今後の更年期の時

　期に備えたいと思っている方。

《第１回》日時　２月９日 、午後１時30分～３時30分

講師　助産師
内容　ストレスが原因の更年期症状について理解し、
　体の変化との上手な付き合い方について学ぶ。

《第２回》日時　２月14日 、午後１時30分～３時30分

講師　アロマテラピー、リラクゼーション整体インス
　トラクター

内容　アロマによる心のリラックスと体をほぐすスト
　レッチ整体で心身のリフレッシュをはかる。

《第３回》日時　２月21日 、午前10時～午後１時30分

講師　管理栄養士
内容　年代層の異なる家族のための、食生活の組み立
　て方について学ぶ。

場所　第１・３回/保健センター
　　　第２回/藤久保公民館

申込み・問い合わせ　保健センター
　　　　　　　　　　 258 1236　FAX258 5994



　所得税の還付申告相談会場を、東上パールビル（川越
駅西口徒歩１分）地下１階及び三芳町役場３階会議室に
開設します。

所得税の
確定申告は

、

自分で書い
て

お早めに！

東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
で
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付
を
行
う
申
告
内
容

年金受給者申告説明会並びに申告受付について

　川越税務署・町では、年金収入のみの方を対象に、「確定申告書の書き方についての説明会」を次のとおり開催し
ます。期間が始まる前のこの機会をぜひご利用ください。
日時・場所《※受付時間までにご来場ください》
　●２月４日 　午前９時～11時（受付：午前８時30分～11時）、午後１時～４時（受付：午後０時30分～４時）、

　三芳町役場３階会議室　【対象地区／上富・北永井・竹間沢・みよし台】

　●２月８日 　午前10時～12時（受付：午前９時30分～10時）、午後２時～４時（受付：午後１時30分～２時）、

　藤久保公民館　【対象地区／藤久保】

対象者　平成22年中の収入が年金収入のみの方
持 ち物　 印鑑・ボールペン・計算用具　 平成22年分の公的年金等の源泉徴収票　 生命保険・地震保険・社会　

保険料控除証明書等　 申告者本人の口座番号の分かるもの（還付金が発生した場合）　 送付された申告書

　＊平成21年度分以前の申告は受けられません。

問い合わせ　税務課（内線132～134）

所得税還付申告相談

・
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れ
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・
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期　日 受付時間 会　場

２月10日～３月９日
午前９時～11時
午後１時～３時

東上パール
ビル地下１階

２月９日（上富・北永井）
午前９時～11時
午後１時～４時

三芳町役場
３階会議室

２月10日・14日（藤久保）

２月15日（竹間沢・みよし台）

※土・日曜日、祝日を除きます。
※午前の相談開始時間は、９時30分からです。
※ 混雑の状況により、午前中に受付されても相談が午後に
なる場合があります。

JR川越線・埼京線 ,東武東上線 

川　越　駅 

西口 埼玉りそな銀行 
川越南支店 

噴  水 東上パールビル 
地下１階 

三  

越 
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足利 
銀行 
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広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

　給与所得がある大部分の方は、年末調整により所得税が精算されるため、確定申告は不要で
す。ただし、給与所得者でも確定申告をしなければならない場合や、確定申告をすると源泉徴収
された所得税が還付される場合があります。
　平成22年分の所得税の確定申告の相談及び申告書の受付は、2月16日 から3月15日 までで
す。還付申告の方は、平成23年2月15日 以前でも申告書を提出することができます。　　
問い合わせ　川越税務署　 ２３５－９４１１

給与所得者の確定申告について

所得税の確定申告について

　所得税の確定申告は、毎年１月

１日から12月31日までの１年間に

生じたすべての所得の金額とそれ

に対する所得税の額を計算し、申

告期限までに確定申告書を提出し

て、源泉徴収された税金や予定納

税で納めた税金などと過不足を精

算する手続きです。

※日本国内に住所を持っている、

又は現在まで引き続いて１年以上

居住がある方は、所得が生じた場

所が国の内外を問わず、そのすべ

ての所得について所得税を納める

義務があります。

計
算
式

各種所得の合計額（譲渡
所得や山林所得を含む）
から、所得控除を差し引
いて、「課税される所得
金額」を求めます。

「課税される所
得金額」に税率
を乗じて、「所
得税率」を求め
ます。

「所得税額」から、配当
控除額と年末調整の際に
控除を受けた（特定増改
築等）住宅借入金等特別
控除額を差し引きます。

◆◆◆◆◆◆確定申告が必要な方◆◆◆◆◆◆

　次の計算において残額があり、さらに から のいずれかに該当する方は、
所得税の確定申告が必要です。

給与の収入金額が、2,000 万円を超える。

 給与を１か所から受けていて、各種の所得金額（給与所得、退職所得を除く）　

　の合計額が20 万円を超える。

   給与を２か所以上から受けていて、年末調整をされなかった給与の収入金額

 　と、各種の所得金額（給与所得、退職所得を除く）との合計金額が20 万円を

　超える。

※ 給与所得の収入金額の合計額から、所得控除の合計額（雑損控除、医療費控除、寄附金控除及び基礎控除を除く）

　 を差し引いた残りの金額が 150 万円以下で、さらに各種の所得金額（給与所得、退職所得を除く）の合計額が

20 万円以下の方は、申告不要です。

 同族会社の役員やその親族の方などで、その同族会社からの給与のほかに、貸付金の利子、店舗・工場などの

賃貸料、機械・器具の使用料などの支払を受けた。

給与について、災害減免法により源泉徴収税額の徴収猶予や還付を受けた。

 在日の外国公館に勤務する方や家事使用人の方などで、給与の支払いを受ける際に所得税のを源泉徴収されて

いないこととなっている。

１月10日は110番の日～110番の正しい利用を～
　１　　　　　１　　　　　　　　０
☆いち早く　　いそがず慌てず　　れい静に
１１０番は、犯罪や事故等に遭遇した際の県民と警察を結ぶ「緊急通報専用電話」です。

☆悩むより　　かけて安心　　＃９１１０
急を要さない要望・相談・苦情・各種照会は、けいさつ総合相談センター専用電話へ

　　　　　　　　　　＃９１１０　又は　０４８－８２２－９１１０

☆メール・ＦＡＸ１１０番
県警では、聴覚に障害がある方、又は言葉が話せない方が事件や事故にあった時、警察へ緊急通報する

手段として携帯電話やパソコンのメール機能を利用したメール１１０番やファックスを利用したＦＡＸ

110番を運用しています。

※これらは、聴覚や言葉が不自由な方専用ですので、健常者の方は通常の110番を利用してください。

メール１１０番　　メールアドレス　　110ban@mail.police.pref.saitama.jp

ＦＡＸ１１０番　　ＦＡＸ番号　　　　0120-264-110（ふあっくすでむすぶしんらい110番）
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広 報 み よ し（ ） 

三芳町民生委員・児童委員及び
　　　　主任児童委員が委嘱されました
　三芳町民生委員・児童委員及び主任児童委員の任期満了に伴い、平成22年12月1日付

けで下記の方々が新しく厚生労働大臣と埼玉県知事から委嘱されました。

　民生委員・児童委員は地域住民の福祉向上のための情報提供等や、関係行政機関とのパ

イプ役として、様々な福祉活動をしてまいります。そして主任児童委員は子どもたちに関

することを専門に担当し、関係行政機関、団体と協力しながら活動してまいります。

困ったことや悩み事は担当区の民生委員・児童委員及び主任児童委員までお気軽にお問い

合わせ、ご相談ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　福祉課福祉係　（内線173）

行　政　区 氏　　　名 電話番号

上 富 一 区

神 蔵 哲 夫 258 5433

渡 辺 貴 司 258 3288

尾 形 サ ツ 258 0916

上 富 二 区
岩 田 正 一 259 2455

浅 野 義 秀 258 3282

上 富 三 区
眞 尾 秀 夫 258 7448

窪 田 榮 夫 258 6801

北 永 井 一 区
松　本　　一 258 1026

久 保 田 一 郎 258 3952

北 永 井 二 区

金　野　　聰 258 2281

浪 間 秀 雄 259 8891

渡 邉 泰 弘 258 4596

稲　田　　脩 258 0082

北 永 井 三 区

羽 鳥 あ き 258 1939

奥　島　　憲 258 6280

新 井 正 江 259 6154

佐 々 木 修 平 258 5171

藤 久 保 五 区

澤 弘 訓 258 9543

石 井 久 夫 258 7218

関 根 晶 代 258 2869

齋 藤 政 美 258 8226

八 木 芳 子 258 5431

藤 久 保 二 区

小 林 二 三 子 258 5939

鈴 木 理 恵 子 258 2064

田 嶋 道 雄 258 7879

小見山美智子 258 0300

武 藤 久 四 郎 258 3183

藤 久 保 三 区
下 川 聆 子 258 6711

塩 野 壽 子 258 1156

（敬称略）

（ ）町 の 動 き

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
、
次
の
寄
附
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
財
源
と
し

て
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

工　事　予　定　一　覧　表

▽
一
五
○
○
円
／
十
一
月
十
六
日

　

寺
尾
雅
治

▽
一
五
○
○
円
／
十
一
月
十
六
日

　

匿
名

▽
五
万
五
五
○
〇
円
／
十
一
月
二
十
二
日

　

妙
林
寺
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ペ

▽
五
八
五
四
円
／
十
一
月
二
十
八
日

　

ク
ッ
ク
Ｖ

▽
三
〇
〇
〇
円
／
十
一
月
二
十
八
日

　

匿
名

▽
一
二
九
円
／
十
一
月
二
十
八
日

　

福
祉
ま
つ
り
本
部
テ
ン
ト
募
金
箱

▽
一
万
円
／
十
一
月
二
十
九
日

　

つ
く
し
会

（
愛
の
福
祉
基
金
と
し
て
）　

▽
五
七
五
〇
円
／
十
一
月
二
十
九
日

　

福
祉
ま
つ
り
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
カ
フ
ェ

（
一
般
の
寄
附
と
し
て
）　
　
　
　

▽
一
万
五
○
○
〇
円
／
十
一
月
十
二
日

　

忘
れ
な
草

（
太
陽
の
家
の
寄
附
と
し
て
）

▽
卓
球
用
ピ
ン
ポ
ン
玉
／
十
月
二
十
九
日

　

三
芳
中
学
校
卓
球
部
・
三
芳
ク
ラ
ブ

▽
お
か
し
六
五
六
個
／
十
一
月
二
十
四
日

　

東
ハ
ト
関
東
工
場

▽ 

焼
き
鳥
一
一
〇
〇
本
／
十
一
月
二
十
八
日

　

日
本
一

（
物
品
寄
附
と
し
て
）

　
　
　

│
│
│
│ 

社
会
福
祉
協
議
会

▽
三
○
○
○
円
／
十
一
月
二
日

　

匿
名

▽
一
五
○
○
円
／
十
一
月
八
日

　

塩
野
英
男

▽
三
〇
○
○
円
／
十
一
月
八
日

　

寺
尾
雅
治

▽
一
五
○
○
円
／
十
一
月
八
日

　

荒
田
光
男

▽
一
五
○
○
円
／
十
一
月
八
日

　

匿
名

▽
一
五
○
○
円
／
十
一
月
九
日

　

寺
尾
雅
治

▽
一
五
○
○
円
／
十
一
月
九
日

　

匿
名

　

平
成
23
年
１
月
10
日
（
月
・
祝
日
）

の
成
人
式
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
に
、

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
、
又
は
町
内

各
公
民
館
で
成
人
式
の
案
内
状
と
引
き

換
え
に
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。

引
換
期
間　

２
月
10
日

ま
で

引
換
場
所　

●
役
場
５
階 

教
育
総
務
課

　
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　

※
土
日
は
日
直
室
（
地
下
一
階
）

●
各
公
民
館（
午
前
９
時
〜
午
後
10
時
）

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
（
内
線
535
）

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

274

１
０
５
６

善
意
の
寄
附
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

工事名 完成予定 備　　考

藤久保第２区地内雨
水管布設替工事

平成23年
３月11日

藤久保第２区地内
距離36.28ｍ

藤久保第５区地内雨
水管布設替工事

平成23年
３月18日

藤久保第５区地内
距離111.00ｍ

（公共）江川第１処理
分区枝線工事（22－１）

平成23年
２月25日

藤久保第３区地内
距離166.10ｍ

　日本に住んでいる20歳以上60歳未

満のすべての方は、国民年金に加入

して保険料を納めることになります。

　自営業者・学生・フリーターの方などが20歳に

なったときは、住所地の町村役場・市区役所へ国

民年金加入の手続きが必要です。また、第２号被

保険者である会社員や公務員等（厚生年金保険や

共済組合の加入者）に扶養されている配偶者の方

が20歳になったときは、第２号被保険者の勤務先

を経由して加入の手続きを行うことになります。

　なお、第２号被保険者が20歳になったときは、

加入の手続きは必要ありません。

　国民年金の加入手続きをきちんとして、保険料

を納めましょう。

20歳になったら国民年金

　国民年金は、日本に住んでいる20歳から60歳ま

での方が加入することになっており、学生であっ

ても20歳以上であれば加入して保険料を納めるこ

とになります。

　しかし、学生の方は、所得が少ない等の理由で

国民年金保険料を納めることが経済的に困難な場

合が多いため、在学期間中の保険料の納付を猶予

する「学生納付特例制度」があります。

　対象となられる方は、大学等に在学する20歳以

上の方で、本人の前年所得が118万円以下の方と

なります。

問い合わせ　住民課保険年金係

　　　　　　（内線156）　FAX274 1101

20歳になられた学生の方へ

行　政　区 氏　　　名 電話番号

藤 久 保 三 区

小 山 悦 子 259 5272

蕪 木 忠 政 258 0651

河 田 凖 市 259 6907

副 島 ミ ヨ 子 258 0236

藤 久 保 四 区

三 瓶 ス ミ 子 259 3050

川 合 典 子 258 6260

荒 田 吉 男 258 7309

上 島 良 子 258 2266

山 田 あ つ 子 259 9502

山 岡 和 子 258 8122

藤 久 保 五 区

飯 田 司 258 3321

鈴 木 美 代 子 258 8150

山 本 和 男 259 0351

鷹 野 幸 子 259 3402

藤 久 保 六 区

塩 野 正 巳 258 2735

小 川 榮 治 259 1970

村 上 　 久 惠 258 6637

有 坂 米 子 258 5965

竹 間 沢 一 区

高　橋　　清 258 1982

丸 山 光 雄 258 0519

池　上　　勇 258 2044

窪 田 陽 子 258 3064

松 元 智 恵 美 259 0767

みよし台一区

西 海 貴 久 恵 259 1451

山 本 美 保 子 259 9482

野 　 孝 259 0136

主任児童委員

逢 野 き よ み 259 9972

室 山 陽 子 259 5166

猪 鼻 智 江 259 1707

国民年金



教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り

　

巻
藁
は
今
で
は
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
に

変
わ
り
ま
し
た
が
、
指
導
す
る
場
所
や

方
法
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
子
供
た
ち
は
、

夕
方
に
農
家
の
納
屋
に
集
ま
り
、
ま
ず

は
パ
イ
プ
を
叩
い
て
お
囃
子
の
リ
ズ
ム

を
覚
え
ま
す
。
リ
ズ
ム
が
そ
ろ
っ
て
き

た
ら
、
よ
う
や
く
太
鼓
を
使
っ
て
の
練

習
で
す
。
太
鼓
を
叩
く
子
ど
も
た
ち
は
、

と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
す
。

　

竹
間
沢
共
楽
会
に
伝
わ
る
お
囃
子
は

神
田
囃
子
で
、
江
戸
時
代
に
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。
新
座
市
の
「
大
和
田
囃
子
」

と
は
音
色
や
調
子
が
良
く
似
て
い
る
の

で
、
兄
弟
囃
子
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

北
海
道
旭
川
市
に
あ
る
「
雨う
ぶ
ん粉
囃
子
」

　

郷
土
芸
能
と
は
、
そ
の
地
域
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
芸

能
の
こ
と
で
す
。
三
芳
に
は
、
上
富
・
北
永
井
・
藤
久

保
・
竹
間
沢
の
各
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
お
囃
子
が
、
竹
間

沢
の
前
田
家
に
里
神
楽
と
車
人
形
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
（
芸
能
）

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
保
持
団
体
が
後
継
者
の
育
成
や

日
々
の
研
鑽
と
技
量
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
郷
土
芸
能
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
活
動

す
る
各
団
体
の
歴
史
や
取
り
組
み
と
、
そ
れ
を
習
い
覚

え
よ
う
と
す
る
子
供
た
ち
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課
（
内
線
５
１
７
）

　

上
富
の
お
囃
子
は
、
明
治
時
代
に
東

京
王
子
か
ら
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
特
産

で
あ
る
さ
つ
ま
い
も
の
取
引
先
か
ら
招

か
れ
て
祭
り
見
学
に
行
き
、「
上
富
の

祭
り
で
も
囃
子
の
音
が
響
い
た
ら
…
」

と
、
王
子
か
ら
師
匠
を
呼
ん
で
習
っ
た

事
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
上
富
囃
子
保
存
会
に
よ
っ

て
継
承
さ
れ
、
上
富
小
学
校
の
郷
土
伝

承
ク
ラ
ブ
で
お
囃
子
を
指
導
す
る
な
ど

後
継
者
育
成
に
熱
心
な
指
導
を
続
け
て

い
ま
す
。
子
供
た
ち
は
、
地
元
の
祭
礼

な
ど
で
習
い
覚
え
た
お
囃
子
を
披
露
し
、

特
に
隔
年
で
行
わ
れ
る
上
富
ま
つ
り
で

は
、
山
車
の
上
で
大
人
顔
負
け
の
堂
々

と
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

お
囃
子
を
習
う
子
供
た
ち
の
中
に
は
幼

上
富
の
お
囃
子
・

　
　
　

上
富
囃
子
保
存
会

児
も
お
り
、
小
学
生
に
負
け
ま
い
と
一

生
懸
命
に
踊
る
姿
が
と
て
も
か
わ
い
ら

し
い
で
す
。

　

北
永
井
に
は
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る

お
囃
子
が
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治
時
代

に
「
重
じ
ゅ
う
ま
り
ゅ
う

松
流
」
の
創
始
者
・
古
谷
重
松

か
ら
直
接
指
導
を
受
け
、
新
囃
子
に
変

わ
り
ま
し
た
。
重
松
流
は
、
威
勢
の
良

い
賑
や
か
な
曲
調
が
印
象
的
で
す
。

　

現
在
、
北
永
井
囃
子
保
存
会
に
よ
っ

て
継
承
さ
れ
て
お
り
、
保
存
会
で
は
夏

に
三
芳
中
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
一
年
生
に
お
囃
子
体
験
を
指
導
し
、

冬
は
主
に
小
学
生
を
対
象
と
し
た
伝
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
北
永
井
稲
荷
神
社

の
祭
礼
で
は
、
小
・
中
学
生
が
一
緒
に

な
っ
て
こ
の
重
松
流
の
音
色
を
奏
で
、

お
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

神
田
囃
子
の
流
れ
を
汲
む
藤
久
保
の

お
囃
子
は
、
大
正
三
年
を
最
後
に
一
旦

は
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

地
元
の
有
志
た
ち
が
古
老
に
思
い
出
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
昭
和
二
十
六
年
に

蘇
ら
せ
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
伝
習
を
受

け
た
人
は
、「
農
作
業
を
終
わ
ら
せ
た

夜
に
農
家
の
納
屋
に
集
ま
り
、
青
竹
に

藁
を
巻
い
た
巻
藁
を
叩
き
な
が
ら
囃
子

の
リ
ズ
ム
を
覚
え
た
よ
。
初
め
て
村
の

人
た
ち
の
前
で
披
露
で
き
た
と
き
は
う

れ
し
か
っ
た
。」
と
話
し
ま
す
。
そ
の

音
色
は
、
藤
久
保
芸
能
会
に
よ
っ
て
継

承
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
永
井
の
お
囃
子
・

　
　

北
永
井
囃
子
保
存
会

藤
久
保
の
お
囃
子
・

　
　
　
　

藤
久
保
芸
能
会

竹
間
沢
の
お
囃
子
・

　
　
　
　

竹
間
沢
共
楽
会

も
兄
弟
囃
子
の
一
つ
で
す
。
明
治
時
代

に
、
こ
の
付
近
か
ら
開
拓
移
住
し
た
人

た
ち
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

共
楽
会
で
は
、
冬
に
な
る
と
寒
稽
古

と
し
て
子
供
た
ち
の
練
習
が
始
ま
り
ま

す
。
子
供
た
ち
は
お
祭
り
が
大
好
き
。

祭
礼
に
向
け
て
、
持
ち
前
の
元
気
良
さ

を
太
鼓
に
ぶ
つ
け
て
練
習
に
励
み
ま
す
。

　

神
楽
と
は
、
神
社
の
祭
礼
に
際
し
て

神
を
迎
え
、
舞
を
奉
納
す
る
神
事
芸
能

で
す
。
竹
間
沢
の
前
田
家
は
代
々
神
楽

師
の
家
元
で
、
各
地
の
神
社
に
招
か
れ

て
奉
納
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

竹
間
沢
里
神
楽
・

　

竹
間
沢
里
神
楽
保
存
会

　

保
存
会
で
は
、
竹
間
沢
小
学
校
四

年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
指
導

し
、
そ
こ
で
興
味
を
持
っ
た
児
童
が
伝

習
に
通
っ
て
い
ま
す
。
始
め
は
神
楽
囃

子
の
独
特
な
リ
ズ
ム
を
覚
え
る
べ
く
、

大だ
い
び
ょ
う
し

拍
子
と
呼
ば
れ
る
太
鼓
を
使
い
ま
す
。

そ
の
高
い
音
色
が
遠
く
ま
で
響
く
よ
う

に
、
し
っ
か
り
と
打
ち
鳴
ら
す
練
習
を

し
ま
す
。
こ
の
リ
ズ
ム
が
わ
か
れ
ば
、

踊
る
時
も
調
子
を
合
わ
せ
や
す
い
の
で

す
。
太
鼓
も
踊
り
も
覚
え
る
こ
と
が
多

く
て
難
し
い
反
面
、「
出
来
た
時
が
楽

し
い
」
と
子
供
た
ち
は
、
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

車
人
形
は
、
文
楽
人
形
に
似
た
大
形

の
人
形
芝
居
で
す
が
、
三
人
で
操
作
す

竹
間
沢
車
人
形
・

　

竹
間
沢
車
人
形
保
存
会

る
文
楽
と
は
異
な
り
、
轆ろ
く
ろ
ぐ
る
ま

轤
車
を
使
っ

て
一
人
で
人
形
を
動
か
し
ま
す
。
江
戸

時
代
末
期
に
、
人
形
芝
居
の
座
元
で
あ

っ
た
古
谷
平
五
郎
の
娘
・
テ
イ
が
前
田

家
に
人
形
芝
居
用
具
を
も
っ
て
嫁
い
だ

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
吉
田
三
芳
を
名

乗
り
三
芳
座
を
旗
揚
げ
し
て
各
地
で
興

行
を
行
い
ま
し
た
。
映
画
な
ど
の
娯
楽

が
盛
ん
に
な
る
と
次
第
に
衰
退
し
て
い

き
、
お
よ
そ
五
十
年
間
途
絶
え
て
い
ま

し
た
が
、
昭
和
四
十
七
年
に
復
活
上
演

さ
れ
、
現
在
は
竹
間
沢
車
人
形
保
存
会

に
よ
っ
て
継
承
・
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

保
存
会
で
は
、
夏
に
三
芳
中
学
校
の

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
一
年
生
に

車
人
形
の
操
作
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

人
形
自
体
が
重
く
、
そ
れ
を
右
腕
一
本

で
支
え
て
動
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
ま
だ
腕
力
の
乏
し
い
中
学
生
は

す
ぐ
疲
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
。
そ
れ
で

も
秋
の
発
表
会
に
向
け
て
練
習
を
続
け
、

発
表
会
で
は
見
事
に
演
じ
き
り
ま
し
た
。

○

○

　

郷
土
芸
能
は
、
何
も
し
な
く
て
も
伝
え
残
る
と
い
う
文
化
遺
産
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
伝
え
よ
う

と
す
る
保
持
団
体
の
熱
心
な
活
動
と
習
い
覚
え
よ
う
と
す
る
子
供
た
ち
、
さ
ら
に
は
保
護
者
や
学

校
、
地
域
の
人
々
の
理
解
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
初
め
て
道
が
開
か
れ
る
も
の
で
す
。
三
芳
に
受
け

継
が
れ
て
き
た
豊
か
な
郷
土
芸
能
が
、
こ
れ
か
ら
も
途
絶
え
る
こ
と
な
く
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

「
こ
ど
も
郷
土
芸
能
大
会
」
の
お
知
ら
せ

　

日
時
…
二
月
二
〇
日

、
午
後
一
時
開
演

　

場
所
…
竹
間
沢
公
民
館
ホ
ー
ル

　

入
場
無
料

行
き
た
い
ニ
ャ
ー



広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

中央図書館　 ２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　 ２７４-１７２２
火～日 １１：００～１８：００

　　 　

秋
が
深
ま
り
、
朝
晩
は
肌
寒
い
と
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
11
月
、
唐
沢
小
学
校
で
は
毎
年
恒

例
の
「
持
久
走
記
録
会
」
に
む
け
て
の
練
習
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

「
持
久
走
」
と
は
、
持
久
力
を
高
め
る
た
め
に

学
年
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
距
離
を
自
分
の
ペ
ー
ス

で
走
る
運
動
で
す
。
唐
沢
小
学
校
で
は
低
学
年

が
６
０
０
ｍ
、
中
学
年
は
１
２
０
０
ｍ
、
高
学
年

は
２
０
０
０
ｍ
の
距
離
を
走
り
ま
す
。
ど
の
子
ど

も
た
ち
も
、
初
め
て
練
習
で
走
っ
た
と
き
の
タ
イ

ム
を
、
少
し
で
も
縮
め
よ
う
と
一
生
懸
命
練
習
を

重
ね
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
練
習
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
11
月
い
っ
ぱ

い
、
１
時
間
目
が
始
ま
る
前
の
時
間
を
使
っ
て
５

分
間
を
走
る
「
お
は
よ
う
マ
ラ
ソ
ン
」
と
い
う
取

組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
学
校
全
体
で
持
久

力
を
高
め
る
た
め
に
行
っ
た
取
組
で
、
は
じ
め
の

１
分
間
は
ク
ラ
ス
全
員
で
ペ
ー
ス
を
合
わ
せ
て
走

り
、
そ
の
後
、
自
分
の
目
標
に
あ
っ
た
ス
ピ
ー
ド

で
４
分
間
走
る
と
い
う
も
の
で
す
。
「
お
は
よ
う

マ
ラ
ソ
ン
」
は
週
に
３
回
取
り
組
み
、
着
実
に
力

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
４
分
間
と
い

う
決
め
ら
れ
た
時
間
を
走
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
は
「
昨
日
よ
り
も
多
く
走
れ
た
。
」
「
同

じ
ぐ
ら
い
し
か
走
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
前
よ
り

疲
れ
な
か
っ
た
。
今
度
は
ペ
ー
ス
を
上
げ
て
み
よ

う
。
」
と
自
分
の
力
の
伸
び
を
実
感
で
き
た
り
、

次
の
目
標
を
立
て
や
す
く
な
っ
た
り
し
、
意
欲
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

数
年
来
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
の
低
下
が
問

題
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
き
て
よ
う
や

く
上
向
き
傾
向
に
転
じ
た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
で
も
持
久
力
に
関
す
る
数
値
が
向
上
し

て
お
り
、
三
芳
町
も
埼
玉
県
の
結
果
と
ほ
ぼ
同
様

で
あ
る
こ
と
が
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
新
体
力

テ
ス
ト
」
の
結
果
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、

子
ど
も
た
ち
の
生
活
が
昔
と
は
大
き
く
変
化
し
、

全
身
を
使
う
外
遊
び
を
す
る
こ
と
が
減
り
、
室

内
で
（
場
合
に
よ
っ
て
は
屋
外
で
も
）
ゲ
ー
ム
機

で
遊
ぶ
等
、
ほ
と
ん
ど
体
力
を
使
わ
ず
生
活
す
る

こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
健
や
か
な

体
の
維
持
増
進
に
は
日
頃
の
体
力
向
上
へ
の
取

組
が
不
可
欠
で
す
。

　

健
や
か
な
体
に
は
健
や
か
な
心
が
育
つ
と
い
わ

れ
ま
す
。
唐
沢
小
学
校
で
は
元
気
な
朝
の
あ
い
さ

つ
か
ら
「
お
は
よ
う
マ
ラ
ソ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
練
習
の
時
に
は
走
る
こ
と
が
苦
手
な
友
だ

ち
に
「
が
ん
ば
れ
！
」
「
も
う
少
し
！
」
と
励
ま

し
合
う
声
が
響
き
ま
し
た
。
そ
し
て
ど
の
子
ど
も

た
ち
も
「
最
後

ま
で
頑
張
り
抜

く
こ
と
の
大
切

さ
」
を
学
べ
た

に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

教育トピックス

　これからのシーズンはイベントが目白押し。普段より
も食べたり飲んだりする機会が多くなるのではないでし
ょうか。さらに、厚着をして体型を隠せる冬は、油断し
がちです。
　今月号から３回に渡り、そのような１年で一番太りや
すい冬に、太らない為の対策をご紹介します。

冬に太りやすい理由とは？
　　人間の体は、脂肪を溜め込んで寒さから体を守って
　います。気温が低い冬は、自然と脂肪が溜まりやすく
　なってしまうのです。
　 　脂肪というものは、燃やさなければ溜まっていきま
す。脂肪を燃やすには、「リパーゼ」という酵素を働
かせる事が必要です。この「リパーゼ」を多く働かせ
る一番の方法は、体を温める事。『冬は体を温める』。
これが、冬太り解消の大きなポイントとなるのです。

冬太り３つの解消法
　 　では、どのようにして体を温めるのがいいのでしょう
か。体を温める方法を食事、運動、入浴と３つに分けて
紹介していきます。今回は食事について紹介します。
　 　普段食べているものには、体を温める食べ物、体を冷
やす食べ物があります。体の外からだけではなく、体の
中を温めることが重要です。体を温める食べ物の特徴は、
　　 寒い地方で獲れる食べ物　例）塩シャケ
　　 暖色（赤・黒・黄・橙色）の食べ物
　　　例）白米より玄米　肉や魚は白身より赤身
　　 水分が少なく硬い食べ物　
　 　その他にも、しょうが・ねぎ・にんにく・梅干し黒
焼きなどが、特に体を温めるのに効果が期待出来ます。
以上の事に気を付けて食材選びを行ってみて下さい。

　フットサル関東1部リーグ所属の強豪ZOTT WASEDA 

FUTSALCLUBを招き、フットサル教室を行います。

　世界で活躍しているスター選手は、幼少期にフットサ

ルサルを経験しています。狭いスペースで練習、試合を

経験することで足元の技術、情報判断、表現力が養われ

ます。スポーツの楽しさを体験することは勿論、技術習

得の絶好のチャンスです。

日時　平成23年１月10日（月・祝日） 午前10時～午後５時
　午前（午前10時～正午）：フットサルクリニック
　　　…フットサルの基礎や技術を指導します。

　午後（午後１時～５時）：エキシビジョンマッチ
　　　 …ZOTTと招待チームとのハイレベルの試合

や、近隣小学生による試合を行います。

定員　60名
対象　フットサル・サッカーの好きな小中学生（13 歳以下）
講師　早稲田クラブ　ZOTTコーチスタッフ
参加・観戦　無料
問い合わせ　総合体育館　 258 0311

　　（指定管理者:東京ドーム・トールツリーグループ）

お
は
よ
う
マ
ラ
ソ
ン

～フットサルフェスタ～

　　　　　　　　～スタジオプログラムの紹介 ～
　　　　　　　　 　ＨＩＰＨＯＰ＆ＪＡＺＺ（山根）
　　　　　　　　　　毎週日曜日　15：45～16：45

　　　　　　　　　　音楽にのってただ有酸素運動をす
　　　　　　　　　るだけでなく、首や肩、胸など部位
　　　　　　　　　別に動かすので最初は難しく感じま
すが、先生がわかりやすく何度も繰り返し教えくださる
ので序々に慣れていくことができます。

このコーナーでは「スポーツと健康」をテーマに、
様々な役立つ情報をみなさんにお届けします。

問い合わせ　総合体育館　 258-0311

図
書
館
の
本
棚
よ
り 

「
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
」
特
集　

別
置
紹
介
中

中央図書館にて　募集中！
☆新春おはなし会（昔語りと紙芝居）－中央図書館にて申し込み受付中－《電話可》
日時　１月30日 、10：00～10：40　５歳～２年生 　 40人　親子で楽しめるお話

　　　　　　　　　11：00～12：00　３年生～おとな　40人　聞きごたえのあるお話

★おなしはじめのいっぽ ～覚えてみたい楽しいお話がいっぱい～
日時　1月28日 、11：00～11：30　－当日参加－

会場　中央図書館　２階会議室
対象　語りに興味のある方、聞くだけの方、どなたでも。（赤ちゃん連れＯＫ）
内容　小さいお話（語り）、手遊び、わらべうた
共催　おはなしサークルかにかにこそこそ

【
児
童
書
】
『
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
お
は
な
し
』

ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー 

さ
く
・
え

い
し
い
も
も
こ 

や
く

福
音
館
書　

一
九
七
一
年
十
一
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

Ｕ
Ｅ
シ
リ
ー
ズ

　

あ
る
日
、
い
た
ず
ら
好
き
の
子
う
さ
ぎ
ピ
ー

タ
ー
は
、
マ
グ
レ
ガ
ー
さ
ん
の
畑
に
し
の
び
こ
み

…
。
一
九
〇
二
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ
、
今

や
世
界
中
で
愛
さ
れ
る
「
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の

絵
本
」
（
全
26
巻
）
の
第
一
巻
。

【
一
般
書
】
『
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
生
み
の
親
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー
』

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
バ
ト
リ
ッ
ク 

著

お
び
か
ゆ
う
こ 

訳

ほ
る
ぷ
出
版 

一
九
四
四
年
十
一
月
初
版
発
行 

請
求
記
号　

一
般
９
３
０
ポ
タ

　

富
裕
な
中
産
階
級
家
庭
の
子
供
部
屋
で
育
っ
た

と
い
う
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
が
、
有
名
な
小
型
絵
本
の

作
者
に
な
る
経
緯
や
、
湖
水
地
方
の
自
然
保
護
活

動
に
打
ち
こ
ん
で
い
く
姿
な
ど
、
一
人
の
女
性
の

真
摯
な
生
涯
を
小
説
仕
立
て
で
追
う
。

１月から、
新しい企画で
お届けします！

　
　

♪
色
は
静
岡
、
香
り
は
宇
治
よ
、

　
　
　
　
　
　

味
は
狭
山
で
と
ど
め
さ
す

　

埼
玉
県
は
、
お
茶
の
大
規
模
生
産
地
と
し

て
は
北
限
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
生

産
さ
れ
る
お
茶
は
い
わ
ゆ
る
「
狭
山
茶
」
で
、

入
間
市
・
所
沢
市
を
は
じ
め
と
し
た
入
間
郡

内
が
主
産
地
で
す
。
狭
山
茶
作
り
歌
に
あ
る

よ
う
に
、
他
の
産
地
よ
り
寒
い
地
域
で
作
ら

れ
る
の
で
葉
が
肉
厚
に
な
り
、
お
茶
に
す
る

と
味
わ
い
深
く
、
甘
み
あ
り
ま
す
。

　

三
芳
で
お
茶
の
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
、

江
戸
時
代
中
頃
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
四
年
に
編
さ
ん
さ
れ
た
『
三
富
開
拓
誌
』

に
よ
る
と
、
多
福
寺
に
繁
茂
し
た
茶
の
木
を

三
富
の
各
戸
に
分
け
与
え
た
そ
う
で
す
。
三

芳
周
辺
の
農
家
で
は
、
お
茶
の
木
を
畑
境
に

帯
状
に
植
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
畦
 
け
い
は
ん畔

茶
と
呼

び
、
隣
の
畑
の
境
に
な
る
と
と
も
に
、
畑
の

土
が
風
で
飛
ば
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
役
目
も
果

た
し
て
い
ま
す
。
お
茶
の
生
産
が
増
え
た
の

は
、
輸
出
品
と
し
て
需
要
が
高
ま
っ
た
明
治

に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
。
茶
問
屋
を
兼
ね
た

製
茶
業
を
専
門
と
す
る
家
が
現
れ
、
農
家
は

畦
畔
茶
を
摘
ん
で
、
自
家
製
茶
し
て
問
屋
に

売
り
ま
し
た
。
特
に
五
月
の
一
番
茶
は
「
根

入
り
の
金
を
生
む
」
と
言
わ
れ
、
農
家
に
と

っ
て
は
そ
の
年
の
肥
料
を
購
入
す
る
た
め
の

重
要
な
現
金
収
入
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
機
械
に
よ
る
製
茶
が
主
流
で
す
が
、

昭
和
初
期
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
の
農
家
に
ホ
イ

ロ
（
焙
炉
）
が
あ
り
、
手
揉
み
に
よ
る
製
茶

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
お
茶
は
「
五
一
に

撚
る
」
と
い
わ
れ
、生
葉
五
貫
目
（
約
二
十

）

か
ら
一
貫
目
（
約
四

）
に
仕
上
げ
る
の
が

良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
手
揉
み

で
生
葉
を
製
茶
に
す
る
ま
で
は
約
五
時
間
か

か
り
、
し
か
も
ほ
ぼ
同
じ
姿
勢
で
行
う
作
業

は
重
労
働
で
し
た
。
か
つ
て
上
富
や
北
永
井

で
は
「
男
で
茶
作
り
が
で
き
ぬ
者
は
一
人
前

で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
、
若
者
の
多
く
は
地

元
や
所
沢
の
製
茶
屋
で
開
か
れ
た
伝
習
所
に

通
い
、
製
茶
技
術
を
習
得
し
て
「
茶
師
」
と

し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

機
械
製
茶
に
な
っ
た
今
で
も
、
基
本
は
手

揉
み
茶
の
感
覚
に
あ
る
と
話
し
て
く
れ
る
の

は
、
三
芳
町
茶
業
研
究
会
の
会
長
、
伊
東
蔵

衛
さ
ん
。
新
茶
の
頃
に
手
揉
み
茶
を
作
り
、

茶
葉
の
感
覚
を
確
認
す
る
と
言
い
ま
す
。「
一

番
茶
が
一
番
良
い
生
葉
を
使
う
か
ら
、
最
初

か
ら
五
感
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ん
だ
よ
。
埼
玉
で
は
他
の
生
産
地

と
違
っ
て
二
番
茶
ま
で
し
か
摘
め
な
い
か
ら
、

特
に
失
敗
は
で
き
な
い
ね
。」
生
葉
を
蒸
す
時

は
甘
涼
し
い
香
り
が
す
る
か
確
認
し
、
揉
み

込
む
と
き
は
乾
き
具
合
を
確
か
め
、
仕
上
げ

で
は
製
品
の
ツ
ヤ
を
見
た
り
と
機
械
製
茶
に

な
っ
て
も
、
最
後
は
人
の
感
覚
が
頼
り
で
す
。

「
茶
の
木
が
育
つ
ま
で
五
〜
八
年
。
じ
っ
く
り

育
て
た
お
茶
だ
か
ら
、
低
温
で
う
ま
み
成
分

を
う
ま
く
引
き
出
す
よ
う
に
飲
ん
で
欲
し
い

ね
。」

　

最
近
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
が
普
及
し
、

急
須
で
お
茶
を
入
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
休
日
に
は
急
須
で
じ
っ
く

り
と
茶
葉
が
開
く
の
を
待
っ
て
、
ゆ
っ
た
り

と
お
茶
を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
？

第
十
回　

〜
茶
師
〜

▲ホイロと貯蔵用の茶
ちゃがめ

甕

1 月 の 予 定
日 月 火 水 木 金 土

休 休

休

〈中央図書館〉
ぐりぐらタイム（絵本・紙芝居・手
遊 び・本の紹介）－当日参加－
第１・３金曜日 （保護者同伴）

～ 　 ヶ月～１歳
～ 　・歳～ （保護者同伴）

第・火曜日　 ～ 　３～８歳
 としょかん・くらぶ  －会員制－  第４土曜日

（講師の読み聞かせと司書のブックトーク）
　 ～ 　 １・２年生　  人
　 ～ 　 ３～６年生　  人
〈竹間沢分館〉
◆スイミーおはなし会　第４木曜日
　（読み聞かせとブックトーク）
　 ～ 　４歳～小学生

【地域文庫のお知らせ】
（児童書の貸出、お話会など。）

つくし文庫‥１月15日 、10：00～12：00

　　　　　場所／上富１区第１集会所にて
あらた文庫‥毎火曜日　15：30 ～ 18：00

　　　　　場所／荒田自宅にて

　　　　　（藤久保536－4　三芳東中学校近く）

休

休

◆
休

休

休

★☆

（ ）教 育 だ よ り 教 育 だ よ り（ ） 

竹間沢ぐりぐらタイム（毎月第４火曜日/竹間沢分館）
11：00～11：30　６ケ月～３歳児まで（保護者同伴）

※絵本・紙芝居・わらべうた（親子遊び）など。乳 

　幼児のことばや心をはぐぐむプログラムです。ゆ

　ったりと楽しいひとときをお楽しみください。



ア
イ
ド
ル
の
原
稿
を
募
集
中
!!

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す
。

あ
て
先
…
三
芳
町
藤
久
保
１
１
０
０
番
地
１ 

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

－

０
０
１
９（
内
線
３
１
１
）

◎
原
稿
募
集
中
…
●
ア
イ
ド
ル
●
こ
ん
に
ち
は
！ 

サ
ー
ク
ル
等 

お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
３５４-

８
５
５
５ 

三
芳
町
大
字
藤
久
保 

１
１
０
０
番
地
１
三
芳
町
役
場 

秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係

２５８-

０
０
１
９（
内
線
３
１
１
）　

　
　
　

  

２７４-

１
０
５
４

み ん な の 広 場（ ） （ ）み ん な の 広 場

チ
エ
ン
ソ
ー
の
木
を
伐
り
倒
す
そ
の
音
は
裏
の
林
の
悲
鳴
に
も
聞
こ
ゆ

折
田　

和
子

池
の
面
び
つ
し
り
覆
ふ
ア
サ
ザ
か
き
分
け
首
を
も
た
ぐ
る
亀
二
匹祖

父
江
桂
子

抱
き
寄
せ
る
猫
の
温
も
り
今
宵
ま
た
秋
の
長
夜
を
眠
り
に
落
ち
る鈴

木　

繁
子

夏
野
菜
厳
し
き
高
騰
と
ど
ま
ら
ず
緑
少
な
き
食
卓
さ
み
し

香
川
日
出
子

碧
空
に
思
い
も
あ
ら
た
さ
わ
や
か
な
赤
黄
緑
の
奥
多
摩
を
行
く

星
野　

一
郎

美
し
き
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
流
る
る
集
会
所
抒
情
歌
唄
え
ば
乙
女
に
戻
り
ぬ

八
重
倉
シ
ズ
エ

恙
な
く
朝
を
迎
ふ
る
喜
び
を
高
鳴
き
告
ぐ
る
鶏
の
声

森
下　

　

茂

千
丈
沢
朽
木
を
し
り
に
腰
お
ろ
し
よ
り
く
る
鴨
と
昼
餉
を
共
に
す町

田　

勝
男

仲
秋
の
名
月
今
宵
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
送
り
て
一
緒
に
観
し
母
恋
し

井
上　

悦
子

点
り
つ
つ
灰
と
な
り
ゆ
く
線
香
の
役
目
終
う
る
が
わ
が
身
に
重
な
る

吉
田　

和
代

【
選
評
】
短
歌
は
短
詩
形
の
叙
情
詩
で
す
。
自
分
の
感
情
・
思
い
を
素
直
に
わ
か
り

易
く
表
現
し
ま
し
ょ
う
。
一
人
よ
が
り
は
禁
物
で
す
。（
中
村
正
雄
）

よ
く
食
べ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
！

２
歳
に
な
り
ま
し
た
。

外
で
は
お
て
ん
ば
、
家
で
は
甘
え
ん
坊
で
す
。

も
う
す
ぐ
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
る
よ
！

藤
久
保
在
住

　
　

中
島
壮た

け
る琉

ち
ゃ
ん

平
成

年
1
月
1
日
生

（
父
・
孝
行
）

（
母
・
貴
代
）

北
永
井
在
住

　
　

浜
谷
奈な

な那
ち
ゃ
ん

平
成

年
１
月
９
日
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
父
・
一
司
）

（
母
・
ひ
ろ
み
）

　

平
成
12
年
に
介
護
保
険
制
度

が
始
ま
っ
て
か
ら
、
要
介
護
者

の
数
は
年
々
増
え
続
け
、
平
成

22
年
10
月
末
時
点
で
874
人
が

要
介
護
認
定
（
要
支
援
認
定
含

む
）
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
三
芳
町
の
65
歳
以
上
の
方

の
11
％
に
な
り
ま
す
。

　

高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す

る
原
因
は
、
生
活
不
活
発
病
と

呼
ば
れ
る
、
高
齢
に
よ
る
衰
弱

や
骨
折
・
転
倒
、
関
節
疾
患
な

ど
運
動
機
能
の
低
下
に
関
係
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

「
年
を
と
る
と
心
身
の
機
能
が

低
下
す
る
の
は
仕
方
が
な
い
」

と
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
最
近
の
研
究
か
ら
は
、
積

極
的
に
身
体
や
脳
の
機
能
を
活

性
化
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続

け
る
こ
と
で
、
そ
の
機
能
が
向

上
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
毎
日
の
生
活
に

運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

若
々
し
い
生
活
が
維
持
で
き
、

さ
ら
な
る
活
動
力
に
つ
な
が
る

の
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
相
談
の
ご
案
内

　

高
齢
者
に
お
い
て
は
ひ
ざ
や

腰
に
疾
患
を
抱
え
て
い
る
方
も

多
く
、
運
動
に
対
し
て
不
安
の

あ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

ひ
ざ
や
腰
、
肩
や
手
足
に
痛
み

が
あ
り
悩
ん
で
い
る
方
を
対
象

に
リ
ハ
ビ
リ
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、

各
個
人
に
合
っ
た
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
提
供
や
日
常
生
活
を
よ

り
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
ア
ド

バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
方
法　

偶
数
月
（
隔
月
）

　

 

竹
間
沢
公
民
館
で
個
別
リ
ハ

ビ
リ
相
談
を
実
施
。

※ 

開
催
日
時
は
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
予
約
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
費
用
は
無
料
。

専 

門
ス
タ
ッ
フ　

理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
（
埼
玉
セ

ン
ト
ラ
病
院
勤
務
）

対 

象
者　

65
歳
以
上
の
方
で
、

医
療
機
関
や
介
護
保
険
施
設

等
で
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
な

い
方

問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
内
線
188
・
189
）　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
274

１
０
５
１

い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
す
た
め
に

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
初
春
を
迎
え
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
本
年
も
皆
さ
ん
方
に
ご
参
加

戴
き
気
楽
に
ご
投
稿
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
林  

保
）

外
国
の
憂
き
言
の
葉
や
冬
浅
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
泉　

か
ね

参
道
に
決
ま
り
て
手
締
め
酉
の
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
谷　

善
満

眠
る
か
に
木
の
葉
の
沈
む
池
の
底　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
下　
　

茂

短
日
や
下
校
の
ベ
ル
に
せ
か
さ
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
キ
ヨ
子

万
葉
の
古
京
の
鐘
や
冬
霞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綿
引　

李
知

侘
助
の
湯
の
滾
り
い
る
茶
室
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佃　
　

浩
子

色
づ
き
し
落
葉
栞
に
読
書
か
な　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
野　

澄
江

け
ん
ち
ん
や
大
鍋
囲
み
大
家
族　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
原　

キ
イ

古
民
家
の
影
写
し
を
る
冬
田
か
な　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

正
三

小
春
日
や
気
の
む
く
ま
ま
に
一
万
歩　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
井　

正
雄

侘
助
や
一
輪
活
け
て
裏
千
家　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
西　

靖
子

曼
珠
沙
華
今
年
も
色
採
る
辻
地
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
年
郎

老
二
人
跡
切
れ
ぬ
会
話
草
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
谷　

和
己

熊
手
買
ふ
大
か
小
か
と
き
め
か
ね
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
ふ
み
子

寄
せ
鍋
や
世
に
恐
妻
家
の
多
き
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
津　

和
子

ぬ
れ
落
葉
さ
せ
る
も
の
か
と
妻
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

任
子

秋
色
を
写
し
て
川
の
流
れ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

ナ
カ

運
動
会
家
族
輪
に
な
り
お
弁
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
山　

正
彦

金
木
犀
裏
戸
開
く
た
び
香
る
部
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
野　

一
郎

芭
蕉
路
訪
ね
み
ち
の
く
冬
浅
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

土
歩

●
投
稿
先
・
林　

保　
（
三
芳
町
上
富
６
６
６

－

４
１
７
９
）

※ 

投
稿
は
官
製
は
が
き
に
楷
書
の
こ
と
、
電
話

番
号
を
明
記
し

日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

こんにちは ! サークル　三芳ペタンククラブ「チャレンジャー」

　

第
23
回
全
国
健
康
福
祉
祭
り
「
い
し

か
わ
大
会
・
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
石
川

２
０
１
０
」
（
平
成
22
年
10
月
８
日
〜

12
日
）
ペ
タ
ン
ク
交
流
大
会
に
、
三

芳
ペ
タ
ン
ク
ク
ラ
ブ
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
が
埼
玉
県
代
表
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

　

全
国
68
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
大
会

で
、
三
芳
ペ
タ
ン
ク
ク
ラ
ブ
は
９
位
の

成
績
で
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
25
回
日
本
ペ
タ
ン
ク
選

手
権
大
会
（
平
成
22
年
10
月
23
日
、
24

日
）
で
は
、
埼
玉
県
が
女
子
ト
リ
プ
ル

ス
の
部
で
優
勝
・
準
優
勝
と
い
う
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

連
絡
先　

吉
沢　

258

３
９
９
３

綿
花

　

ア
オ
イ
科
ワ
タ
属
の
多
年
草
。
花
が
咲
き
、

実
が
生
っ
た
後
、
は
じ
け
て
柔
ら
か
い
白
い

綿
（
木
綿
・
コ
ッ
ト
ン
）
が
で
き
る
。
こ
の

綿
は
糸
・
紐
・
綿
織
物
製
品
等
と
し
て
広
く

使
用
さ
れ
る
。

第
九
回　

竹
間
沢
車
人
形
公
演

　
　

　
　
　

　
　
　
－

埼
玉
、
三
芳
の
伝
統
芸
能

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
日　

時
】
平
成
23
年
１
月
30
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
演
／
午
後
２
時　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
場
／
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
会　

場
】
コ
ピ
ス
み
よ
し　

ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
入
場
料
】
全
席
自
由　

500
円　
　
　

好
評
発
売
中
！

サ
ー
カ
ス　

ア
コ
ー
ス
テ
ッ
ク　

コ
ン
サ
ー
ト

〜
心
に
残
る
永
遠
の
ポ
ッ
プ
ス
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
日　

時
】
平
成
23
年
２
月
26
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
演
／
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
場
／
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
会　

場
】
コ
ピ
ス
み
よ
し　

ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
入
場
料
】
全
席
指
定　

３

５
０
０
円

好
評
発
売
中
！

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
・
問
い
合
わ
せ

三
芳
町
文
化
会
館
コ
ピ
ス
み
よ
し　

259

３
２
１
１

●
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
場
所
が
増
え
ま
し
た
！

チ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ　

フ
ァ
ミ
リ
ー　
（
ダ
イ
エ
ー
三
芳
店
内
）

　

お
問
い
合
わ
せ　

259

９
５
８
７

※ 

コ
ピ
ス
み
よ
し
主
催
事
業
の
チ
ケ
ッ
ト
を
お
買
い
求
め
い
た　

　

だ
け
ま
す
。

●
コ
ピ
ス
み
よ
し
で
は

　
　
　

難
聴
者
用
赤
外
線
送
信
シ
ス
テ
ム
が
使
え
ま
す
。

　

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
催
し
物
で
、「
赤
外
線
送
信
シ
ス
テ
ム
」
を

　

ご
利
用
希
望
の
方
は
、
コ
ピ
ス
み
よ
し
に
事
前
に
ご
相
談
下
さ
い
。

お
知
ら
せ

●
選
者
・
投
稿
先　

中
村
正
雄

　
（
三
芳
町
藤
久
保
三
八
四
七

－

二
五

258

－

４
３
５
３
）

　
　

※
投
稿
は
官
製
は
が
き
で
右
記
へ

健
康
百
科　
　



北永井児童館
258－9962

藤久保児童館
258－9965

竹間沢児童館
259－8315

おいしい三芳が大集合！
　　　第 回 三芳町産業祭

　 月 日 、過ごしやすい気候で迎えたこの日、

回目となる産業祭が開催されました。大勢の人で

賑わっていた野菜販売や模擬店、ステージショー。

そして、毎年大好評・地元農家の穫れたて野菜が詰

まったいも煮鍋にも、長い行列ができていました。

竹間沢小学校　開校 周年

　 月６日 、竹間沢小学校にて、開校 周年

記念式典が行われました。昭和 年に唐沢小学

校より分離し、竹間沢小学校として開校して

年。現在 名の児童が学んでいます。

みふじ幼稚園の皆さんが、
役場庁舎を訪問されました

　 月 日 、みふじ幼稚園の

園児のみなさんが、勤労感謝の

日にちなみ、役場を訪問されま

した。「どんな仕事をしている

のですか。」と質問したり、初

めてみる議場を楽しそうに見学

したりしていました。

大型活字本を
　寄贈していただきました

　 月８日 、東京電力株式会社志

木支社長より、大型活字本が寄贈

されました。大きな活字で読みやす

く、目が疲れにくいと、高齢の方な

どにも好評です。寄贈された、４タ

イトル９冊は、図書館で見ることが

できます。是非ご利用ください。

もしものときのために...「消防特別点検」

　 月 日 、富士見消防署消防訓練場にて、消防特別点検が行われま

した。この点検は、空気が乾燥し、火災が発生しやすくなる季節を前

に、服装規律・機械器具点検などを行い、災害活動に必要な指揮統制の

とれた組織体制を確認し、今後の消防活動に万全を期すことを目的とし

て行われています。
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お 知 ら せ（ ） （ ）お 知 ら せ

農業委員会選挙人名簿のお知らせ　◇提出はお済みですか◇

　農業委員会の選挙人名簿は、毎年１

月１日現在で調整することになってい

ます。

　選挙人名簿に登載されるには、本人

からの申請が必要です。資格のある方

は忘れずに申請してください。

●選挙人名簿登載申請資格

　平成３年４月１日以前に生まれた方

で、平成23年１月１日現在、町内に住

所があり、10アール以上の農地を耕作

している農業経営者及び年間60日以上

農業に従事している同居の家族の方で

す。

●申請方法

　申請用紙は、各地区の農家組合を通

じ配布されます。

　農業委員会への提出期限は１月７日

ですので、お早めに提出してくださ

い。

問い合わせ　

　農業委員会事務局〔環境産業課内〕

　（内線212）　FAX274 1052

　三芳町には武蔵野の面影を残す雑木林

が残されています。雑木林は、堆肥や薪

の生産など欠かせないもので、農家が幾

代にもわたり育成してきたものです。雑

木林の自然を満喫しながら、三芳町の農

業や知恵を探ってみませんか。

日 時　１月22日 、午前10時～午後１

時30分　（午前９時30分受付）

　※雨天の場合、２月５日 へ延期

集 合場所　多福寺参道脇雑木林（駐車

場あり）

参加費　100円（保険料）

持 ち物　弁当・水筒・軍手・タオル・

マスク・長袖・長ズボン・運動靴・

帽子・レジャーシート

申込締切　１月19日

募集人員　先着50人（親子参加可）

主 催　いるま野農業協同組合・三芳町

    ・三芳町教育委員会

申込み・問い合わせ　環境産業課

　（内線213）　FAX274 1052

体験落ち葉掃き参加者募集要介護認定を受けている方に

「障害者控除対象者認定書」

を交付します

　所得税・町民税の申告の際に「障害

者控除対象者認定書」を提示すること

により、障害者控除が受けられます。

　対象者は、12月31日現在、65歳以上

で要介護１から５の認定を受けている

方です。申請により「障害者控除対象

者認定書」を交付します。

　対象者には、１月上旬に申請書を郵

送しますので、必要な方は記入の上提

出してください。（認定書の交付は、

１月以降になります。）

※身体障害者手帳・療育手帳・精神障

害者保健福祉手帳・戦傷病者手帳が交

付されている方は、申請の必要はあり

ません。

問い合わせ　健康増進課

　（内線184～187）　FAX274 1051

お　し　ら　せ

入札参加資格審査登録の受付

　平成23・24年度三芳町が発注する物

品納入・役務等（各種業務委託等を含

む）を希望する業者の資格審査登録の

受付を行います。

受付期間　２月１日 ～18日

　※土・日曜日、祝日は除く

受 付時間　午前９時～11時30分、午後

１時30分～４時30分

受付場所　三芳町役場７階　701会議室

提出書類　入札参加資格審査申請書

提 出部数　1部　※封筒（A4サイズ）

に入れてご持参ください。

要 領の配布　町ホームページよりダウ

ンロードしてください。

有効期限　平成23・24年度

注 意事項　 申請書類は、持参に限り

ます。また、提出期限を過ぎたもの

や、郵送によるものは一切受け付け

ません。 建設工事、設計・調査・

測量及び土木施設維持管理につきま

しては、県の共同受付になりますの

で、今回は受付いたしません。

※詳しくは、町ホームページをご覧く

ださい。

問い合わせ　財務課

　（内線416）FAX274 1055

納期限は、１月 日です

町県民税　　　　　　　第４期

国民健康保険税　　　　第７期

介護保険料　　　　　　第７期

後期高齢者医療保険料　第７期

（上記の収納は藤久保・竹間沢）出張所でも行っています。

農業体験型農園オープン

　平成22年３月三芳町藤久保に農業体
験型農園「三芳町野菜畑劇場ベジシア
ターみよし」がオープンしました。
　食の安心・安全が叫ばれる中、自
分で野菜づくりをしてみたいけれども
わからないことばかり…そんな不安だ
らけの初心者の方でも「失敗しない野
菜づくり」を確実に学べます。農具や
資材・種・苗などおよそ農作業に必要
なものは園主が準備します。利用者の
方は園主が作成した作付け計画表をも
とに、野菜別の講習会を通して「種の
蒔き方」「肥料のあげ方」「管理の仕
方」などの実技指導を受けます。その
後割り当てられた自分の区画で同じ作
業をしながら野菜を育て、「土に触れ
る楽しみや収穫の喜び」を手軽に味わ
えます。
　現在36区画で、幼児～70歳代までの
幅広い年代の方々にご利用いただいて
います。野菜ソムリエ・調理技能士な
どの資格をもつ園主による野菜料理の
賢いレシピや畑でのバーベキュー「畑
でクッキング」など、様々なイベント
で年間を通して有意義な余暇活動と健
康生活を愉しめます。家族の健康づく
り・子どもたちの食育の場・おいしい
野菜が出来上がるまでの感動を体験し

日時　１月15日 、午後２時～４時

場所　藤久保公民館　学習室

テーマ　地球温暖化と農業

講師　海老根勉氏　　

参加費　無料

問い合わせ　藤久保公民館

　 258 0690　FAX258 9625

期日　２月４日

受付時間　午前９時15分～10時

場所　保健センター

対象　０歳～就学前

持ち物　母子健康手帳・筆記用具

問い合わせ　保健センター

　 258 1236　FAX258 5994

みよしエンジョイセミナー 育児相談

てみたい方など、皆さんのご利用をお
待ちしております。
●利用料等
利 用料　年額４万円（入園料・講習
料・種・苗・肥料・資材・農具・収
穫物代金含む）
利用期間　平成23年３月～平成24年１
　月末
募集区画　80区画（１区画／約30 、
　およそ10坪）
場所　三芳町藤久保668 1
　（唐沢小学校西側徒歩３分）
●申込方法
申 込み　官製はがきに、 住所、
氏名、 年齢、 電話番号を記入の
上、お申込ください。
申込先　〒354 0041　
　三芳町藤久保670 1　正木潤宛
　 ※応募者多数の場合は、抽選の上決
定となります。
●体験農園についての説明会を、以下
のとおり実施します
日時　１月29日 、午後６時～10時
場所　町立総合体育館　３階研修室
●問い合わせ　環境産業課
　（内線212・213）　FAX274 1052
ホームページ　http://miyoshi831.com/

●なかよし広場（予約不要）

日程　

　 ０歳児（ねんねひろば）／１月12日

・19日 （身体測定）・27日

　 ０歳児（ハイハイひろば）／１月13

日 ・20日 （身体測定）

　１歳児／１月14日 ・25日

　２歳児～／１月11日 ・18日 ・26日

時間　午前10時～12時

場所　子育て支援センター

●わくわくタイム（予約不要）

日時　

　午前わくわく／１月17日 ・31日

（お誕生会）、午前10時～12時

　 午後わくわく／１月17日 、午後１

時～２時30分

場所　藤久保児童館

対象　０～５歳位までの子どもと保護者

●なかよし講座（要予約）

「楽しいサーキット遊び」

日 時　１月24日 、午前10時30分～11

時30分

場所　藤久保児童館

対象　０～５歳位までの子どもと保護者

「乳歯のケアは？」

日時　２月２日 、午前10時30分～11時

場所　子育て支援センター

対象　６ヶ月以上の子どもと保護者

※１月25日 より受け付けます。

●おでかけなかよし広場（予約不要）

日時　１月28日 、午前10時～12時　

場所　農業センター（上富）

対象　０～５歳位までの子どもと保護者

問い合わせ　子育て支援センター

　 258 5106　FAX258 5136

「子育て支援センター」

よりお知らせ
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 雑木林（ヤマ）で遊ぼう !

ツリーイング体験

　ロープを使った木登り、ツリーイン

グを体験しながら、冬の雑木林の中で

思いっきり遊びませんか？楽しく安全

に冒険しながら、三芳の自然を学び、

体験しましょう。

日 時　２月11日 、午前10時～午後４

時※予備日：２月12日

場 所　緑地公園（総合運動公園グラン
ド奥の雑木林）

内 容　ロープを使った木登り「ツリー
イング」の体験とレクリエーション

講 師　ツリーマスタークライミングア
カデミー　インストラクター

対象　小学生全学年　　定員　30名
参加費　500円（保険代・材料費）
持 ち物　ゴム付き軍手、動きやすい服
装（長袖長ズボン）、バンダナ、雨

具、敷物、食器、米１合

申 込み　１月５日 より、藤久保公民

館にて。電話予約可

問い合わせ　藤久保公民館　
　 258 0690　FAX258 9625

相 談日　１月24日 ・31日 、２月14

日 ・28日 、３月14日 ・28日

時 間　午前10時～12時（時間中、随時

相談可能）　　場所　竹間沢公民館

相談員　生涯学習アドバイザー他

費用　無料　　　定員　10人

申 込み　人数の関係上、事前予約をお

勧めします。（メール申込み不可）

問い合わせ　竹間沢公民館

　 259 8311　FAX259 8345

パソコンなんでも相談室

三芳町スキー連盟「スキー教室」開催

日時　２月10日 夜～13日 〔２.５泊〕

場所　長野県　栂池高原スキー場

宿舎　山岳荘　 0261 83 2605

定員　35人

参 加費　大人／33,000円、中学生／

27,000円、小学生／24,500円〔申込

金／10,000円（振込）〕

　 （宿泊費・交通費・講習代・親睦会

費・傷害保険料含む、リフト券代別）

集 合時間　２月10日 、午後９時集合出発

集合場所　三芳町役場　庁舎北側駐車場

基礎スキー技能検定（バッチテスト）

　 スキー教室の期間中に、全日本ス

キー連盟（SAJ）公認の基礎スキー

技能検定を希望者のみ行います。

　 ＊検定料・公認料（合格者のみ）は、

参加費には含まれていません。

注 意事項　レンタルスキー、ウェアの

ご希望の方は、申込み時に申請して

ください。（費用実費）

　 帽子・ゴーグル・グローブ等の小物

類は、各自ご用意ください。

申込締切　１月28日

申込み　総合体育館　 258 0311　

問い合わせ　地域振興課

　（内線262・263）　FAX274 1053

　スキー連盟事務局・神木（19時～21時）

　 261 0535

三芳町親子スキー教室

日時　２月26日

場所　群馬県　片品高原スキー場

対 象　小学生以上の親子（子供のみの

参加は小学５年生以上）   定員  35名

参 加費　中学生以上／10,000円、小学

生／8,500円（リフト代・昼食代・

交通費・講習代・傷害保険料含む）

　※申込金／１人　5,000円（振込）

　 ※レンタルスキー・ウェアの希望者

は、申込み時に申請してください。

（費用実費）

　 ※帽子・ゴーグル・グローブ等の小

物類は、各自ご用意ください。

集合場所　三芳町役場北側駐車場

集合時間　午前４時30分（集合出発）

内 容　基礎スキーの講習会（親子別によ

る講習） 申込締切　２月11日（金･祝日）

申込み　総合体育館　 258 0311

問い合わせ　地域振興課

　（内線262・263）　FAX274 1053

　スキー連盟事務局・神木（19時～21時）

　 261 0535

韓国語講座～ドラマやK-POPから始めよう～

　最近、K－POPや韓流ドラマが大

ヒットしています。この機会におとな

りの国「韓国」を身近に感じてみませ

んか？初心者向けの講座ですので、お

気軽にご参加ください。

日 時　１月22日 ・29日 、２月５日

・19日 ・26日 《全５回》

　午後２時～４時

場所　竹間沢公民館
費用　無料　　定員　15名（先着順）
申 込み　１月11日 より竹間沢公民館

まで申込みください。電話予約可

問い合わせ　竹間沢公民館
　 259 8311　FAX259 8345

平成23年度就学援助の当初申請受付を行います

　児童・生徒の健やかな成長を願い、経済的理由で就学困難と認められる児

童・生徒の保護者に対して、学用品費、給食費、医療費等を援助しています。

　申請については、当初申請期間以降も随時受付けていますが、毎年度当初に

一括認定を行っていますので、なるべく当初期間内にお申込みください。現在、

すでに認定され就学援助を受けている家庭も改めて申請してください。（この

場合、申請書等はご自宅へ郵送いたします。）

申 請方法　申請書に記入のうえ、家族全員の平成22年分の所得がわかる書類等
を添付して学校教育課に提出してください。（郵送不可）

申請期間　２月18日 ～３月18日

　  ※ 新１年生は４月末日まで受付します。（入学説明会において、申請書を配

付します。）

問い合わせ　学校教育課　（内線524・525）　FAX274 1056

場所　保健センター

※母子手帳は、必ず持参してください。

※ ３日目は、お父さんも参加いただけ

るよう、土曜日に学級を設置しまし

た。お父さんの参加も歓迎します。

申込み・問い合わせ　保健センター

　 258 1236　FAX258 5994

Mama's Time（両親学級）

　今春、小・中学校に入学する児童・

生徒の保護者を対象に次の日程で説明

会を開きます。

　1月中旬に入学通知書を発送します

が、届かない人は学校教育課までご連

絡ください。なお、中学校の入学通知

書は小学校（6年生児童）を通じ配布

します。会場は各学校です。

平成23年度入学説明会

　三富地域の文化財や自然を紹介しな

がら、三富地域の魅力を発見するため

の巡回展示を行います。

期間　１月15日 ～１月27日

場所　歴史民俗資料館

　（入館無料・月曜休館）

主催　埼玉県教育委員会、川越市・所

　沢市・狭山市・ふじみ野市・三芳町

　各教育委員会

問い合わせ　歴史民俗資料館

　 258 6655　FAX258 8466

認知症相談

　最近、ご本人またはご家族の中で、

物忘れが目立つ・怒りっぽくなって

困ったなど、認知症ではないかと心配

している方がおりましたら、お気軽に

ご相談ください。

日 時　２月３日 、午後１時30分～３

時30分

場所　藤久保公民館　２階学習室

内容　個別相談　　

費用　無料

定員　６名（予約制）

　※相談時間は、１人30分です。

相 談員　地域包括支援センター、在宅

介護支援センターみずほ苑、在宅介

護支援センターはなまる

申込み・問い合わせ

　健康増進課地域包括支援センター

　（内線188・189）　FAX274 1107

三富文化財ウォーク

「福原に残る新田開発と民間信仰」

日　程 内　容 持ち物

2月9日
10：00～
11：45

・ 妊娠中のマイナー
トラブルすっきり
解消（簡単なスト
レッチあり）

筆記用具
※動きやす
い服装でお
越しくださ
い。

2月16日
10：00～
11：45

・ 自分でできる母乳
のケア
・ 赤ちゃんとの生活
って？（座談会）

2月19日
9：30～
12：00

・沐浴実習
・ お父さんの妊婦体
験
・ 歯科ブラッシング
指導

歯ブラシ
コップ
タオル
手鏡

2月24日
10：00～
11：45

・ 栄養の豆知識
  「これだけ…」

学校名 実施日 受付開始
三 芳 小 2 月 4 日  9時00分
藤 久 保 小 2月10日 13時45分
上 富 小 2 月 4 日 14時00分
唐 沢 小 2月18日 14時00分
竹 間 沢 小 2月15日 13時30分
三 芳 中 2 月 3 日 13時35分
三 芳 東 中 2 月 2 日 14時00分
藤 久 保 中 2月10日 14時00分
大 井 小 2月15日 13時30分
西 原 小 2 月 4 日 13時45分
大 井 中 2月18日 14時15分
大 井 西 中 2月17日 13時40分

問い合わせ　学校教育課

（内線522・523）　FAX274 1056
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相談種類 と　き ところ 相談員 連絡先

●教育相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後4時30分

総合体育館4階教育相談室
電話相談は 274-1023

常任相談員
教育委員会学校教育課指導
係（内線522）

●消費生活相談 毎週火・金曜日（年末年始・祝日
を除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の消費生活相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●内職相談 毎週水曜日（年末年始・祝日を
除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の内職相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●女性相談 毎月第2・第4金曜日（年末年始・祝
日を除く）午前11時～午後3時30分

役場1階住民相談室
（予約制）

専門の心理カウンセラー
総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●外国人生活相談 毎週火曜日午前10時～午後1時
毎週木曜日午後1時～4時

ふじみの国際交流センター
電話相談は 269-6450

専門の相談員
総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●成人健康相談 毎月第1月曜日
午後1時～3時30分（予約制）

保健センター 管理栄養士、保健師
保健センター
（ 258-1236）

●住民相談 毎月第1・第3木曜日（祝日の場合
翌週）午後1時～5時

役場1階住民相談室
（予約制）

弁護士、人権擁護委員、
行政相談委員

総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●子育て相談 毎週月～金曜日
随時受付

各保育所・
子育て支援センター

各保育所所長・専任の
相談員

第1保育所 258-0512
第2保育所 258-6858
第3保育所 258-9961
子育て支援センター 258-5106

●こころの
　　　健康相談

毎月第3火曜日
午後1時～3時30分（予約制）

地域生活支援センター
保健師・精神保健福祉士
・（医師）

地域生活支援センター
 274-3472

●介護相談

月～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
みずほ苑 専任の相談員（介護支

援専門員、社会福祉士
等）

在宅介護支援センター
みずほ苑 258-9488

火～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
はなまる

在宅介護支援センター
はなまる 258-7067

●福祉・生活相談
生活なんでも相談

毎週月～金曜日（年末年始･祝日除く）
午前8時30分～午後5時15分

社会福祉協議会 社会福祉士
三芳町社会福祉協議会
 258-0122

　

こ
の
広
場
で
は
、
不
用
品
情
報

（「
ゆ
ず
り
ま
す
」・「
ゆ
ず
っ
て
く
だ

さ
い
」）
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
モ

ノ
を
買
う
前
、
捨
て
る
前
に
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

モ
ノ
を
長
く
大
切
に
使
っ
て
、
資

源
の
節
約
や
ご
み
の
減
量
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
！

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
ゆ
ず
り
ま
す
／
鯉
の
ぼ
り
／
雛
人

形
（
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
入
り
）

▽
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
／
み
ふ
じ
幼

稚
園
女
子
制
服
・
体
操
着
一
式
／
子

ど
も
用
バ
イ
オ
リ
ン
／
冷
蔵
庫
２
ド

ア
タ
イ
プ
／
全
自
動
洗
濯
機
／
三
芳

東
中
学
校
女
子
制
服
・
体
操
着
／
自

転
車
（
24
イ
ン
チ
）
／
富
士
見
台
幼

稚
園
女
子
制
服
・
ス
モ
ッ
ク
（
110
〜

120

）、
タ
オ
ル
／
富
士
見
台
幼
稚

園
男
子
制
服
／
三
芳
中
学
校
女
子
制

服
（
夏
・
冬
）
／
三
芳
中
学
校
男
子

制
服
（
170
〜
175

）

▽
連
絡
先
／
環
境
産
業
課
（
内
線

217
）

　

係
か
ら

■
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
広
場
」
へ
の
投
稿

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
・
ハ
ガ
キ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽ 

連
絡
先
／
環
境
産
業
課
環
境
対
策
係

２
５
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０
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（
内
線
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〜
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無料相談のお知らせ


